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１． 連結売上高・連結営業利益の推移 

■連結売上高 

 
 

＜当第 1 四半期＞ 

連結売上高は、フィナンシャル IT サービス事業及び流通 IT サービス事業が減収となったこと等によ

り、5,569 百万円（前年同期比 5.9%減）となりました。通期予想（25,500 百万円）に対する進捗率

は、21.8%となりました。 

 

＜2024 年 3 月期（通期）＞ 

⚫ フィナンシャル IT サービス事業及び流通 IT サービス事業が縮小したこと等により減収（前年同

期比 88 百万円減）。なお、HULFT 事業及びデータプラットフォーム事業は、予定通り拡大し

増収 

＜2023 年 3 月期（通期）＞ 

⚫ HULFT 事業及びデータプラットフォーム事業が拡大したこと等により売上が増加（前年同期比

733 百万円増） 

＜2022 年 3 月期（通期）＞ 

⚫ 事業モデルの転換に伴う既存事業の一部縮小はあった一方、成長の柱に位置付けるリンケージ事

業及び HULFT 事業の売上が増加（前年同期比 719 百万円増） 
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■連結営業利益 

 
 

＜当第 1 四半期＞ 

連結営業利益は、システム開発案件の減少に伴う収益性の低下により、374 百万円（同 40.5％減）と

なりました。通期予想（2,200 百万円）に対しては、進捗率 17.0%となりました。 

 

＜2024 年 3 月期（通期）＞ 

⚫ HULFT 事業が順調に増益となった一方で、流通 IT サービス事において受注損失引当金を計上

（前年同期比 1,159 百万円減） 

＜2023 年 3 月期（通期）＞ 

⚫ 「HULFT Square」等製品サービスの開発及び人的資本への費用が増加（前年同期比 732 百万円

減） 

＜2022 年 3 月期（通期）＞ 

⚫ 「HULFT Square」の研究開発費等が増加（前年同期比 72 百万円減） 
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２． 連結売上高・連結営業利益の事業セグメント別増減 

■連結売上高 

 

■連結営業利益 

 

※ セグメント名称は略称で表記しており、正式名称は以下のとおりです。 

HULFT：HULFT 事業 

データプラットフォーム：データプラットフォーム事業 

流通：流通 IT サービス事業 

フィナンシャル：フィナンシャル IT サービス事業 
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３．事業セグメント別の損益状況 

① HULFT 事業 

 
 

＜当第 1 四半期＞ 

⚫ 一部製品（「Dataspider Cloud」）の販売終了に伴う影響等により売上高減少（前年同期比 40

百万円減） 

⚫ 販売費及び一般管理費の減少等により営業利益増加（前年同期比 16 百万円増） 

 

＜2024 年 3 月期第 1 四半期＞ 

⚫ サポートサービスが順調に推移したこと等により売上高増加（前年同期比 28 百万円増） 

⚫ 売上高の増加に伴い営業利益増加（前年同期比 71 百万円増） 

＜2023 年 3 月期第 1 四半期＞ 

⚫ 「HULFT」「DataSpider」等のライセンス販売が増加したことやサポートサービスの更新が順

調に推移したこと等により売上高増加（前年同期比 322 百万円増） 

⚫ 売上高の増加に伴い営業利益増加（前年同期比 392 百万円増） 

＜2022 年 3 月期第 1 四半期＞ 

⚫ 昨年受注した「HULFT」「DataSpider」等のサポートサービスの更新が順調に推移し、ストッ

ク比率を前年同期比 1.5 ポイント増としたものの、前年同期のような大型の期首受注がなかった

こと等により売上高減少（前年同期比 121 百万円減） 

⚫ 売上高の減少に伴い営業利益減少（前年同期比 152 百万円減） 
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② データプラットフォーム事業 

 
2023 年 3 月期から「リンケージ事業」を「データプラットフォーム事業」に名称変更しておりま

す。 

 

＜当第 1 四半期（データプラットフォーム事業）＞ 

⚫ 前年同期に行っていた大型のデータ連携基盤構築案件が完了したこと等により売上高減少（前年

同期比 50 百万円減） 

⚫ 「HULFT Square」の開発に伴う原価の発生等により、676 百万円の営業損失（前年同期は 575

百万円の営業損失） 

 

＜2024 年 3 月期第 1 四半期（データプラットフォーム事業）＞ 

⚫ データ連携基盤構築案件が順調に拡大したこと等により売上高増加（前年同期比 114 百万円増） 

⚫ サービスの立ち上げフェーズである「HULFT Square」の原価の発生等により 575 百万円の営業

損失（前年同期は 261 百万円の営業損失） 

＜2023 年 3 月期第１四半期（データプラットフォーム事業）＞ 

⚫ モダンマネジメントサービス及びモダンファイナンスサービスの売上拡大等により売上高増加

（前年同期比 85 百万円増） 

⚫ 一時的な高負荷案件が発生したこと等より 261 百万円の営業損失（前年同期は 97 百万円の営業

損失） 

＜2022 年 3 月期第１四半期（リンケージ事業）＞ 

⚫ モダンマネジメントサービス及びモダンファイナンスサービスを中心にお客様ベース・取引規模

ともに拡大して大幅に進展したこと等により売上高増加（前年同期比 185 百万円増） 

⚫ リンケージサービス拡大を目指し、人員増加に伴うコストが増加したことにより 98 百万円の営

業損失（前年同期は 167 百万円の営業損失） 
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③ 流通 IT サービス事業 

 
 

＜当第 1 四半期＞ 

⚫ システム開発案件の減少等により、売上高減少（前年同期比 108 百万円減） 

⚫ 売上高の減少及び収益性の低下等により 78 百万円の営業損失（前年同期は 14 百万円の営業利

益） 

 

＜2024 年 3 月期第 1 四半期＞ 

⚫ 流通小売業・航空業を中心にお客様の IT 投資が回復してきたこと等により売上高増加（前年同

期比 200 百万円増） 

⚫ 売上高の増加に伴い営業利益増加（前年同期は 74 百万円の営業損失） 

＜2023 年 3 月期第 1 四半期＞ 

⚫ 当社の強みが活きる DX 領域への選択と集中を図ったこと等により売上高減少（前年同期比 153

百万円減） 

⚫ 売上高の減少に伴い営業利益減少（前年同期比 102 百万円減） 

＜2022 年 3 月期第１四半期＞ 

⚫ 一部のお客様において新型コロナウイルス感染症拡大による IT 投資抑制等の影響はありました

が、一方でこの機に積極的に DX を進めるお客様もあり、売上高増加（前年同期比 4 百万円増） 

⚫ 売上高の増加に伴い営業利益増加（前年同期比 7 百万円増） 
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④ フィナンシャル IT サービス事業 

 
 

＜当第 1 四半期＞ 

⚫ システム開発案件の減少等により売上高減少（前年同期比 145 百万円減） 

⚫ 売上高の減少等により営業利益減少（前年同期比 78 百万円減） 

 

＜2024 年 3 月期第 1 四半期＞ 

⚫ 既存領域に関わる情報処理サービスの減少等により売上高減少（前年同期比 276 百万円減） 

⚫ 売上高の減少に伴い営業利益減少（前年同期比 103 百万円減） 

＜2023 年 3 月期第１四半期＞ 

⚫ パブリッククラウド化へのインフラ環境構築等の新規サービス提供の進展や前連結会計年度から

サービス提供を新たに開始した「HULFT Multi Connect Service」の売上等により売上高増加

（前年同期比 287 百万円増） 

⚫ 売上高の増加に伴い営業利益増加（前年同期比 74 百万円増） 

＜2022 年 3 月期第１四半期＞ 

⚫ パブリッククラウド化へのインフラ環境構築等の新規サービス提供が進展した一方、既存領域に

おけるシステム運用案件の減少等に伴い売上高減少（前年同期比 224 百万円減） 

⚫ 売上高の減少に伴い営業利益減少（前年同期比 115 百万円減） 
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４． 事業セグメント別の売上高ストック・フロー比率 

当社グループは、金融・流通小売業をはじめとする多種多様な業種向けシステム開発・運用等及びデ

ータ連携サービスを提供しております。iPaaS（クラウド型データ連携プラットフォーム）「HULFT 

Square」を基盤として、サービス提供を中心としたストック型ビジネスの拡大を目指しております。 

 以下は、セグメント別売上高ストック・フロー比率を当連結会計年度と前年同期で比較したデータで

す。 

 

※ストックは継続取引（当社製品・サービスに関するサポートサービス、サブスクリプション型サービ

ス、システム保守運用等）、フローはスポット取引（ライセンス販売、システム開発等） 
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５．トピックス 

■ニュースリリース一覧（期間：2024 年 4 月 1 日～2024 年 6 月 30 日） 

 

商号変更を記念した特設ページを公開 ―より良い未来の実装に向けた社員の声を紹介― 

➢ 商号変更を記念する特設ページを公開しました。本ページでは、ミッション「世界中のデー

タをつなぎ、誰もがデータを活用できる社会を作る」の実現を通じてより良い未来の実装を

目指す当社の姿を、有馬三郎執行役員 CTO や若手社員からのメッセージなども取りまとめ

て紹介しています。 

https://www.saison-technology.com/lp/mov/ 

 

より良い未来の実装に向け、日経ウーマンエンパワーメントプロジェクトに新規加盟 

➢ ジェンダー平等経営を目指す企業を対象に日本経済新聞社と日経 BP が主宰する「日経ウー

マンエンパワーメントプロジェクト」に新たに加盟いたしました。本プロジェクトへの加盟

を機に、社内外でジェンダーギャップ解消を加速させていきたいと考えています。 

 

「ニコニコ超会議 2024」の「超絵師展～IF の楽曲世界展～」に協賛。未来を描く IT エンジニ

アをテーマにした描き下ろし作品の展示やプレゼント企画も実施 ※本イベントは終了しており

ます。 

➢ 2024 年 4 月 27 日(土)～28 日(日)に幕張メッセ（千葉県千葉市）で開催されました「ニコニ

コ超会議 2024」の「超絵師展 ～IF の楽曲世界展～」に協賛いたしました。当社のオリジナ

ル企画として「今までになかったものを創り出す、IT エンジニアは未来を描くアーティスト

だ。」をテーマに、３名の人気イラストレーターの方々に作品を描き下ろしていただきまし

た。このテーマには、IT エンジニア、そしてイラストや楽曲などを創り出すアーティストの

方々に対するリスペクトが込められています。 

 

スタンダード市場上場維持基準への適合に関するお知らせ 

➢ 当社は、東京証券取引所より「上場維持基準（分布基準）への適合状況について」を受領

し、2024 年 3 月 31 日時点において、スタンダード市場の上場維持基準に適合したことを確

認しました。 

 

AWS アーキテクチャで構築されたデータ・AI 活用基盤と他システムとの連携をさらに容易にす

る ｢HULFT 10 for Container Services｣アップデート版を提供 

➢ マネージドファイルトランスファー（MFT）「HULFT」の最新ラインナップであり、パブ

リッククラウドのコンテナオーケストレーションサービスに対応した「HULFT10 for 

Container Services」のアップデート版（Ver.10.1.0）を提供開始しました。 

 

 

https://www.saison-technology.com/lp/mov/
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「HULFT Square」をアップデート （No.2024.1）SFTP サービスやトリガー機能など追加 

➢ アプリケーション機能を強化し、お客様が「HULFT Square」本体のアップデートを待たず

にさまざまな拡張機能を必要なタイミングで追加して、システムへのニーズに迅速に対応可

能にしました。また、昨年の北米・欧州地域での販売に加え、ASEAN 地域でも販売を本格

的に開始しました。 

 

企業のデータ戦略を強化するためのオープンデータ活用サンプルを公開 

➢ 企業のデータ戦略強化を支援するために、オープンデータを活用した具体的なサンプルプロ

グラムの提供を開始しました。自治体、民間企業、大学での実際の活用事例とともに、オー

プンデータをビジネスに効果的に取り入れるための方法の解説とサンプルを提供します。 

 

サステナビリティレポート 2024 発行のお知らせ 

➢ サステナビリティレポートを発行いたしました。 

 

ビジネスレポート 2024（通期）発行のお知らせ 

➢ ビジネスレポートを発行いたしました。 

 

DNX Ventures 第 4 号米国ファンドへの出資を決定～AI・SaaS 等スタートアップ協業による技

術力強化と人材育成～ 

➢ 北米・日本を中心に BtoB スタートアップへの投資を行っているベンチャーキャピタルであ

る DNX Ventures が運営する第 4 号米国ファンドへリミテッドパートナーとして出資を行い

ました。本出資を通じて、北米・欧州における AI・SaaS 等スタートアップとの協業を行

い、先端テクノロジーを積極的に自社製品サービスへ取り込むとともに、データ連携分野の

知見を提供して彼らの成功を支援します。また、スタートアップと触れ、協業を推進するこ

とによって得られる経験を、次世代人材の成長にもつなげてまいります。 

 

AWS の表彰プログラム 4 部門に当社エンジニア 5 名が選出 ―世界的プログラムである AWS 

Ambassadors にも初選出― 

➢ アマゾン ウェブ サービス（AWS）の専門知識や活動実績をもとに選出した、4 プログラム

の受賞者を発表しました。当社からは、エンジニア 5 名が 4 プログラムすべてに選出されて

います。特に、「AWS Ambassadors」は、AWS が技術スキルとクラウドの専門知識を有す

ると認定した 300 名ほどが全世界から選ばれるプログラムで、当社としても初の受賞となり

ます。 

 

 

 

 

https://report-k.pdcp.jp/9640/202406/b/?_fsi=e76c2TVT&_fsi=e76c2TVT
https://report-k.pdcp.jp/9640/202406/a/?_fsi=e76c2TVT&_fsi=e76c2TVT
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HULFT と DataSpider の両サポート窓口で HDI 格付けベンチマーク 「クオリティ格付け(セン

ター評価：メール)」 最高ランク三つ星をダブル受賞 

➢ HULFT テクニカルサポートセンターの HULFT チームと DataSpider チームの両部門は、世

界最大のサポートサービス業界のメンバーシップ団体 HDI の日本拠点、HDI-Japan が主催

する 2024 年度の HDI 格付けベンチマーク*「クオリティ格付け（センター評価：メー

ル）」において、最高ランクの三つ星をダブル受賞しました。HULFT チームは 3 年連続、

DataSpider チームは初めての受賞です。 

 

脱 Cookie 対策 BtoB マーケティングにおいてセグメント分類に必要なデータを手軽に付加し 

AI 活用を促進するアプリケーションテンプレートを提供開始 

➢ BtoB 企業におけるマーケティングのターゲット選定をデータ連携と AI で支援する

「HULFT Square」アプリケーションの提供を開始しました。本アプリケーションの利用に

より専門的な知識がなくてもデータの収集をノーコードで実施し、AI によるデータ分析な

ど新たな視点での洞察を得ることが可能になります。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

株式会社セゾンテクノロジー 

経営戦略本部 経営企画課  

Tel：03-6370-2930 

URL：https://www.saison-technology.com/ 


